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ll-l ブナ丸太に加害する穿手Læ.

穿材性のキクイムシおよびナガキクイムシはプナ丸太に食い入り工芸的障害を与えるほか，害虫がみずか

ら孔壁に Ambrosia 菌を培養するため材の変色をおこす。またさらに穿孔が変色菌や腐朽菌の侵入の入口

となるため，材がうける直接ならびに間接の害ははなはだ大きい。したがってフ・ナ丸太の利用率をたかめる

ため防虫を直接の目的とする場合はもちろんのこと，防菌のためにも害虫自体を対象とする調査研究が必要

となるのは当然である。

しかし今回行なわれた試験研究の目標が防虫・防菌剤の効果の判定にあったために，昆虫に関する資料は

薬剤l試験の余暇に収集したにすぎなかった。このように害虫の研究は従的関係にあったため，試験木の設置

場所，本数，処理あるいは調査の時期などに各種のfliIJ約をうけたので，害虫自体の研究を対象として計画さ

れた場合と異なり資料に一貫性を欠くうらみがある。したがってここでは観察を主体とした報告にとどめ，

欠けるところは今後の基礎調査によって補っていきたいと考えている。

n --':1-1 採集地の概況

採集は次の各試験地および石南花平で行なった。

「戸倉AJ :概況は総論のとおり。

「戸倉 BJ : " 

「松草J : 11 

「根利J : " 

「石南花平J : Jl Iの分岐点にできた平たん地。シヤグナヂの群落を一部伐採した箇所で， ['根利」か

ら根利川ぞいに約 3km 下流の場所にある。

対岸はまだ伐採されていない広葉樹林であるが，他は比較的新しい伐跡地で，支流の山腹では今なお研伐

がすすめられており，川底や山腹には末木がのこされたままで，穿孔虫にとって好適な繁殖場となってい

る。この調査地は環境の点では「松草」に似ている。

(1) 東京大学農学部教授兼保護部昆虫研究室員 (2) 保護部昆虫研究室員 (3) 東北支場保護部保護第二研究室長



プナ丸太の防虫防菌に関する研究， (丸太保護研究班) - 7 ー

ll-1-2 ブナ丸太穿孔虫の種類

プナ丸太に穿孔する種類には，菌を孔壁に培養しこれを食物とするいわゆる Ambrosia beet1e が多数あ

る。すなわちナガキクイムシ科 (Platypodidae)，キクイムシ科 (Scolytida.e) のうち Xyloterus， Xyleｭ

borus , Scolytoþlatypus の 3 属にはいる種類なこれにあたる。そのほか同じキクイムシ科に属する種類で，薗

を培養しないで靭皮部を食物とするいわゆる Bark beet1 e があり，そのうちで各試験地で高い密度でプナ

丸太に穿孔した種類に PS2udoþoeciliþs pilosus がある。さらにゾウムシ科 (Curculionidae) に属するオオ

ゾウムシ (Siþalus hyþocrit:z)， カミキリムシ科 (Cerambycidae) のヒダナガゴマフカミキリ (Aþalimna

litlげata) などが試験丸太に飛来して産卵し，幼虫は木質部に穿孔しそれぞれ加害していたっ

しかし今回の防虫試験では加害の程度の最も高い Ambrosia beetle だけを研究の対象とし，その他の種

類については単に観察の程度にとどめ，数量的調査から除いた。

各試験〉也および石南花平でプナ丸太7こ穿孔した Ambrosia beet1e の種演は第 1 表のとおりである。

第 1 表 試験地別プナ丸太穿孔虫

試験地 穿孔

松草|君|剖(罷)1 糊Jj 深度
サカクレノキクイ 十T 十+ 十
Xyleborus ebriosus 

ハγノキキクイ 十十十 十十十+ 1 + 
X. geγmanus 枝にのみ穿孔する
グスノオオキクイ + 一 ょうである。
X mutilatus 

サクセスキクイ + 十十 + 
X. saxeseni 樹皮下に穿孔し直
ハンノスシキクイ +十 + 十十 一接の害はなL 、。X. se円。tus

トドマヲオオキクイ + 十十
キクイムシ科 X. validus 

Ipidae カシワノキグイ 十 + 1 1 1 1 ++ 
あ，zot抑制 signatus

夕、イミヨウキクイ 十 +十十十 十 十十
Scolyto�laty�us daimio 

ミカドキクイ 十 十 十 + 十十十
S. mikado 

ショウグンキクイ 十十+十十十十十十十十十十十十
S. shogun 

ショウミヨウキグイ +1+1+1+1+  十十
S. siomio 

タイコソキグイ 十十+十
s. tycon i 

はなはだ少数採集ヨシプエナガキクイ (十) 1 1 1 (+) 1 1+ +十された。Platypus calamus 

ナガキクイム シナノナガキクイ 十 十 十十十十
シ科 didae I P. seveγiηi Platypodidae 

ヤチダモナガキクイ 十十十 十 十十十十十十十
Cγossotaγsus n:ゆ)þonicus
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この表で明らかなように，今回の試験で穿孔が確認された種類はÌ5 復、》り h これを試験地別ヒネぜと七

「戸倉AJ の林内で 8 種. r戸倉BJ で 7 種. r松草」で 13 種， r石南花平」で 13 種， r根利J' で 8種と

ん、う結果をえた。採集地 5 ヵ所で共通に出現した種類，1ハンノキキグイ(勾，12b:Jrus geγmanus). ダイミヨ

ウキクイ (Sco~ytoplatypus d2imio). ミカドキクイ (S. mikado) ， ショウグγキクイ (S. shogun)，シヨ.ウ

ミヨウキクイ (S. siomio) の 5 種で， 4 ヵ所共通の種類はハンノスジキクイ(x. ser匂tz吋，シナノぶガキ

クイ CPla，typus severini) ， ヤチダ、モナガキクイ (Crosotarsus nipponicus) の 3 種だけであったコ

なお，岩手県下の「松草」と群馬県下の各採集地の種類を比較してみると， 12種は両地方に共通し，残り

3種のうち岩手県下だけで穿孔した種類はクスノオオキクイ Cx. mutilatus) 1 種，群馬県下だけで採集さ

れた種類冷サカクレノキクイ Cx. ebriosus) ， タイコンキクイ (S. tycon) の 2 種で，両地方は水平的には

距離が隔たっていてもプナを優占種'とする広葉樹林に生息する Ambrosia beet1e の種類には大差がない

ことを示していた。

つぎに同一地方における各採集地聞の分布をみると次のようになる。

すなわち，昭和27"-'28年の試験地「戸倉AJ と「戸倉BJ では，種の数はそれぞれ 8 種および 7種lと大差

ないが，種類必異なっている。 Scolytoplatypus 所属の 4 種は共通に出現しているが，谷に近い林内の「戸

倉AJ に Xyleborus に属するサカクレノキクイ，ハンノスジキクイの穿孔を見， 裸地の「戸倉 BJ ではシ

ナノナガキクイ，ヤチダモナガキクイなどナガキクイムシ科の 2 獲の穿孔が認められている。

昭和29年に調査した「根利」と「石南花平」の種類を比較してみると，距離的には 3km しか距たってお

らず，しかも同一流域に属しているにもかかわらず「恨利」ではわずか 8 種が採集され，これに反し「石南

花平」では13種!の多きに達している。しかも「石南花平」の種類は岩手県下の「松草」のそれによく似てい

て . Xyleboγus の種類の穿孔が目だち，また「根利」では裸地である「戸倉BJ の種類に似ている。以上の

ように近接した場所の種類の差は，分布の差というよりはむしろその場所の環境とか，しゃく伐の歴史の新

旧から生ずる生息密度の差によるように恩われる。したがって今後さらに調査をすすめれば，未採集の種類

も採集可能と思われる。

ll-1-3 採集された害虫の加害度

フ守ナ丸太に与える穿孔虫の加害度は一つは各種類に備わった穿孔の習性，特に穿孔深度に関係し，他は各

種類の穿孔密度に関係をもっ。

i) 穿孔深度について:まず穿孔深度から加害度をみることにし，前記15種の穿孔深度を大別すれば次

のとおりになる。

(a) ほとんど樹皮直下の材表面に孔道をうがつもので，穿孔様式は Bark beet1e に似ているものコ

この場合の食痕は材表面に限られるので，この種の昆虫からうける直接の害ははなはだ軽いニむしろ二次

的な被害，すなわち変色菌ならびに腐朽菌の侵入を促す点が問題となる。これに属する種類としては，ハン

ノスジキグイ 1 種をみただけで、ある。

Cb) 大径の丸太よりも小径の枝条に好んで穿孔するもの。

F スノオオキクイは採集例は多くないが，そのすべてが小径校条にのみ穿孔していた。したがってこの種

類はプナ丸太の害虫と見なしうるか否か疑問である。

くc) 穿子L様式は種類によってはなはだしい差があり，いずれの種類も最初は材表面から丸太へ直角に孔

をあけるが，材の内部では母孔が分岐するもの，わん曲するものまたは共同孔と称するへん平な共同の生息
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場所を作るもの。しかも，この干し道の深さはだいたい 5.cm 前後で， 1ωOc骨m' を越すzこ

これtにこ属する種類ははなはだ多しい、、。すなわちち!為，leめbo町γ叩uωs に属するサカクレノキクイ，ハシノキキクイJサク

セスキクイ (x. saxeseni) , トドマヲオオキクイ(x. validus) 等， Xyloterus に属するカシワノキクイ

プナ丸太の防虫防菌に関する研究漏(丸太保護研究班)

(~. signatus) , Scolytoþlatyþus に属するダイミヨウキクイ，白ミカドキクイ，ショウグYキクイ，ショウ

ミヨウキクイ，タイコンキクイ等はこのなかにはいる。穿孔の特に浅い種類は小型種に多く，サカクレノキ

クイ，ハンノキキクイは 3cm 内外である。これに反しあ，lote叩s， Scolytoþlatyþus 属の多数の種類， Xyle-

カシワノキクイでは深さ 10cm に達すborus 属のトドマヲオオキクイ等大型の種類は穿孔深度も大となり，

る孔道をうがった例を観察した。

これらの種類ば菌の侵入を助ける点は (a) と同様であり，さらに材の内部に深く穿孔する性質をもった

め，工芸上はなはだ有害となる (Plate 3 参照)。

材部に深く穿孔し，孔道の深さは 10cm を越すことがあるもの。

ナガキグイムシ科に属するヤチi臣、モナガキクイ，'V"ナノナガキクイ，ヨシプエナガキクイ (Platypus calaｭ

抑制)の 3種はこれに属し，利用上最も有害な種類である (Plate 3 参照)0

穿孔密度について:設置丸太の量が各試験池で異なるので，その単位面積あたりの穿孔数がそのま、
、
，
〆

・
1

・

1

まその地域で普通におこる穿孔密度であるとして，各試験池の間で穿孔密度を比較することは当を得たもの

ではないと考えられたので，試験丸太への穿孔数のほかに付近に捨てられた材への穿孔状態を加味して穿孔
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密度を検討した。

相対的穿孔密度については第 1 表に示したが，各種類についてさらに詳細に記せば次のようになる。

サカグレノキクイ: í戸倉AJ および「根利」に近い「石南花平」で穿孔し，後者では多少密度は高いが

全体として穿孔数の少ない種類である。

クスノオオキクイ:きわめてまれな種類である。

ハンノキキクイ:各試験地において出現し「松草」および「石南花平」での穿孔密度は比較的高かった。

したがって小型種で

「松草」では穿孔は少なかった。前記の種類にくらべて穿

孔深度も大きいので「石南花平」では多少問題になる種類と考えられた。

ハンノスジキクイ:本種も「松草」および「石南花平」で比較的密度の高い種類である。しかし，本種は

サクセスキクイ: í石南花平」に比較的多く，

樹皮下で繁殖するため工芸的被害はほとんどない。

トドマヲオオキクイ: í松草」および「石南花平」で少数穿孔していた。穿孔深度は比較的大ではある

が，密度が低いため各試験地とも重要な害虫とはならなかった。

カシワノキクイ:ブ守ナ丸太への穿孔はきわめてまれである。

ショウグγキクイ:各試験地および「石南花平」に共通して最も穿孔数の多い種類であり，また穿孔深度

が比較的大で重要害虫と見なすべき種類である。

i臣、イミヨウキクイ，ショウミヨウキクイおよび ξ カドキクイ:各試験地および「石南花平」に出現したが，

ショウグンキクイよりはるかに少なし、。特にショウミヨウキクイおよびミカドキクイは!/'イミヨウキクイよ

りどの試験地でも少ない傾向にあった。

タイコンキクイ: í根利」および「石南花平」で，ごく少数穿孔したにすぎなし、。本種はイタヤに多く穿

子L しプナにはまれである。



- 10 ー ソ:一、 ~i." }!，パ林業試験場研究報告!第'120 号。〆

ヨシプエナガキクイ:本種もきわめてまれな種類で， r松草」および「石南花平」で穿孔をみている。

シナノナガキクイ:本種は「芦倉AJ を除き，他の試験地ではヤチダ、モナガキクイにまじって飛来穿孔し

たが，その数は少なし、。しかし深く穿孔するため常に問題になる種類である。

ヤチダ、モナガキクイ: r戸倉AJ および「戸倉 BJ では低密度であったが，他の試験地では穿孔数が多

く，さらに穿孔深度を考慮する場合，最も重視すべき種類である。

以上各試験地を通じ，各種類の加害度を比較すれば，穿孔の深度と密度とがともに大で利用上問題となる

種類はヤチダモナガキクイおよびショウグンキクイで，これについで低密度ではあるが穿孔深度の大なる点

でシナノナガキクイ，全試験地にわたって出現し穿孔深度も比較的大なる点でダイミヨウキクイ，さらに高

密度の点でハンノキキクイ，試験地によってはサクセスキクイが防除の対象となる種類と考えられた。

ll-1-4 穿孔数の季節的消長

森林の内外に設置されたプナ丸太に穿孔する虫数の消長がその年の気象条件に影響されるほか，試験丸太

の設置場所の徴気象の影響を受けるのは当然である。したがって穿孔虫の活動状態を正確にはあくするには

気象観測結果と対照して検討すべきで、あるが，本試験の主目的lJ: fl也にあったためこのような調査をあわせ行

なうことができなかった。

さらに薬剤試験の際，白灯油処理区を並置したため，ある種の穿孔虫はこれに誘致され，無処理区への穿

孔数がはなはだ減少する結果となっている。また試験木設置の時期および回数などについても穿孔虫の活動

時期を知るには必ずしも適当なものであったとはいえない。したがって，ここでは断片的資料に基づいて季

節的消長の概要をしるすにとどめる。

昭和 27，，-，29 年の 3 ヵ年，環境条件の異なる 3 地域， 5 ヵ所で調査した結果を第1， 2 図に掲げた。この

図は薬剤試験施行の際に並置した無処廼区および白灯油散布区に対して穿孔した虫孔数を毎月調査し，それ

を樹皮面積 1m' あたりの数で示したものである。ただし「石南花平」については無処理区のみについての

調査結果である。

なお試験丸太の設置年月は次のとおりである。

「松 草」 昭和27年 4 月末

「戸倉 AJ

「戸倉 BJ

「根手IjJ

「石南花平」

昭和28年 5 月下旬から 7 月下旬にわたり毎月 1 回

昭和27年 6 月中旬

昭和28年 5 月中旬から 8 月下旬にわたり毎月 1 回

昭和29年 5 月中旬および 6 月中旬

昭和29年 5 月中旬

試験地は岩手県と群馬県という遠く離れたところにおかれたが，各試験地ともブナ帯に属している関係か

同一種の穿孔虫の活動時期には大差が認められなかった。

まず穿孔開始期であるが，これは特に徴気象の影響を受けやすく，陽光によって温度が上昇するところは

たとえ丸太の一部分であっても，その部分で最初の活動がはじめられるようである。すなわち穿孔虫の活動

期間には樹冠によってひ陰されていた丸太も，秋季の落葉によって翌春には裸地の丸太同様直射光線を受け

るようになるから，裸地の丸太もひ陰地の丸太も同様に陽光を受ける側の温度が上昇するので，そこで成虫

態で越冬した害虫は，一般には活動を開始していない早春にすでに活動をはじめているのをしばしば目撃し

ている。
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活動時期の早いものとしては，すでに 4 月中旬に，丸太の'EI のあた，る倒jから木屑を排出するiのを観察し，

また 5 月中旬には前年秋に穿孔したダイミヨウキクイとシナノナガキクイの成虫が樹皮上をはいあるくのを

見ている。しかし， 越冬虫が繁殖場を求めて群飛するような現象については，今回の試験では 5 月中旬以

後になってはじめて観察した。この時期以前に生丸太に新たに穿孔する種類は樹皮下で繁殖する Pseudo­

poeciliPs pilosus が多いようである。

成虫態で越年する Ambrosia beetle は材部に浅く穿孔する種類ほど早期に飛しょうを開始するように見

受けられた。すなわちハンノスジキクイ，ハンノキキクイ等は最もすみやかに活動期にはいり. 5 月中下旬

でも高温のときには群飛し，試験丸太に穿孔している。しかし，これらの種類も大量に穿孔するのは 6 月に

はいってからのようである。早期に活動期にはいる種類の穿孔状態は 4 月下旬設置された昭和27年の「松草」

の図からうかがし、知ることができる。

材への穿孔を認めなくなる時期は，いずれの試験地においても 9 月下旬から10月下旬までの期間主見なさ

れ，そのころまで穿孔をつづけた種類はヤチダ、モナガキクイおよびシナノナガキクイの両種で，不整斉な経

過をたどるものである。

穿孔の最盛期はその場所における生息密度の高い種類の活動期いかんにかかっており，おIleborus に属す

るハンノキキクイ，サクセスキクイ，サカクレノキクイ，ハンノスジキクイ，さらに Scolytoplatyþus に属

するショウグンキクイなど活動期の早い種類が高い密度で穿孔する「松草」および「石南花平」では，無処

理区に 6 月下旬から 7 月下旬に穿孔数の山が現われる。これに反し昭和 28 年の「戸倉BJ. 昭和 29 年の「根

利」では Xyleboγus に属する小型径の密度は低く，高い密度を示す種類はショウグンキクイおよびヤチダ

モナガキクイの 2 種だけで、あった。そのうちショウグンキクイは無処理区と並置された白灯油区に誘致され

たため，無処理区には 6"-'7 月に主として活動するショウグンキクイによる山が現われずに，活動期の多少

遅れるヤチダモナガキクイによって 7"-'8 月に穿孔の山が現われる結果になった。

一方自灯油区の穿孔状態をみると. 5"-' 6 月または 6"-'7 月に，無処理区に比較してはなはだ高い密度で

穿孔しているので，白灯油区による穿孔のかく乱がなかったとしたら，無処理区には 7"-'8 月の山は現われ

なかったものと思われる。この点「松草」の昭和28年の試験で、は白灯油区を設置しなかったので，無処理区

の穿孔数の消長は最も自然の形を示すものと思われる。

ただし，昭和 28 年. ["戸倉 BJ では白灯油区に 7"-'8 月に高い密度で穿孔しているが，この試験木は 7 月

下旬に陽光をさえぎる林縁に設置したもので. 6 月および 7 月設置場所と環境が異なり，また穿孔した種類

もショウグンキグイよりもダ、イミヨウキクイ， ミカドキクイが多かった。その比率は第 2 表のようである 3

第 2 表 ショウグンキクイと1)"イミヨウおよびミカドキクイの穿孔数

穿 子L 数
丸太番号

ショウグンキクイ|ダイミヨウキクイ
備 考

智l'
0.251 19 97 ダイミヨウキクイとした孔

2 20 0.314 16 29 
にはミカドキクイおよびこ'

く少数のショウミヨウキク

3 19 0.298 。 3 イの孔も混じている。

「戸倉BJ 昭和28年 7 月設置，白灯油散布プナ丸太，同年 8 月17 日調査。
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1 ャ1-5 棋験地の環境と穿乳数との関係

試験木の設置のために選ばれた場所は明らかに異なる 3 つの環境に分けることができる。以下これらにつ

いて解析をすすめると:

i) 伐採進行中の林分の最先端または未伐採林を試験地設定のために伐採したもので，ともに台地状を

なしほとんど終日陽光を受ける裸地。 1戸倉BJ および「根利j はこれにあたる。

これらの試験地では害虫の種類およびその穿孔の経過はほぼ近似した傾向をとる。すなわち穿孔した種類

はショウグγキクイが圧倒的に多く，これについでヤチダモナガキクイの穿孔が目だっている (1戸倉B _l v;こ

はダ、イミヨウキクイの密度が高く現われているが，それは前記のように 7 月にひ陰地に設置した丸太に限ら

れた〉。

ほとんど終日，日光の照射を受ける裸地に置かれた丸太は乾燥がはげしく晩春から初夏に主として活動す

るショウグンキクイが多数穿孔するが，その後は材部に深く坑道をうがつヤチダモナガキクイが多少穿孔す

るにすぎなし、。さらに穿孔深度の小さい Xyleboγus に属する小型種はほとんど穿孔しない。

裸地の場合，同時に設置された丸太でも，林縁に近いものあるいは末木に接したものに穿孔が集中する傾

向が見られ，さらに同一群内の丸太でも周縁または局所的に光線がさえさFられる丸太に穿孔数が多くなる。

同様のことは 1 本の丸太についてもいえることで穿孔数の大部分は下側面に集まる。

ii) 未伐採の林内。林内で・行なった試験は昭和27年の「戸倉AJ 1 ヵ所だけであり，しかも調査の回数

が少なししたがってこれに関する資料はいたって乏しし、。近距離にあって裸地である「戸倉BJ にくらべ

て穿孔した種類の数はむしろ多い傾向にあるが，穿孔密度ははなはだ低く，しかもその大部分はショウグγ

キクイによって占められていた。さらに他の試験地で比較的密度が高かったヤチダ、モナガキグイの穿孔が見

られなかったが，はたして本種が林内のひ陰地をきらうのか，他に原因があって穿孔しなかったのかは不明

である。

iii) 谷聞にできた平坦池で付近に比較的新しい伐採跡地または土地をひかえた場所。 1松草」および

「石南花平」はこれにあたる。

ここでは穿孔した種類の数が最も多く，特に Xyleborus に属する小型種の穿孔がめだっている。穿孔数

は前 2 者に比較しではなはだしく多いが，それは Xyleobrus のみならず他の種類についてもいえる。前述

のように，穿孔数を時期的にみた場合，無処理区でほ 6"-'7 月に穿孔の山が現われているが，これには小型

の種類が関与している。

小型種は伐採跡地で末木の多い場所に繁殖し，それが穿孔密度を高めているのか，谷ぞいの平坦地という

環境がこれら種類の生息場として適しているためか，あるいは両原因が重なって密度を高めているのか不明

である(

H-2 薬剤散布法による防除試験

D-2-1 昭春日27年に行なった試験(1]

昭和27年には各種の薬剤について防虫効果の比較試験を行なった。

i) 試験地

付) 1戸倉AJ (iロ) 1松草」 内 「尻平}l1J

ii) 供試丸太
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直径 0.6~1. 2尺 (18'Y36 C11l)， 長ð 7.0~10.0尺(2.J~3ÇO 111) の・ものを用いた。 I 区の本数ば20本とし

たが，そのうち 10 本を虫害調査用にあてた。

iii) 使用した薬剤の種類および濃度

付) PCP2 %・ BHC r 0;2%1L剤

(ロ，) PCP2 %・ BHC r 0.2%白灯油溶液

ψ市 PCP2 % ; DDT O. 2%乳剤

ー件) . PCP 2 % • DDT O. 2%白灯油溶液

(ホ:) ，白灯油

(ベ クレオソート油 18%1L剤 (1戸倉」および「松草」で使用)

(ト) クレオソート油 55%乳剤 (r尻平JIIJ で使用)

例 PCP2%松根i由乳剤

(リ) FD2%水溶液

t 
J 

以上のうち， ~イ}"-'十三)は殺菌剤 PCP と殺虫剤 BHC または DDT との混合剤である。白灯油の単用は，

{1ロ)および件)と比較する意味で試験したo H~(リ)は主として防菌を目的とした薬剤で、あるが，穿孔防止効果紅

ついても他と同様に検討したo

iv) 薬剤処理の方法

各薬剤とも， 1 回散布試験と毎月散布試験とに分けた。 1 回散布試験は， 1 回だけの薬剤散布による穿孔

防止効果の持続期間を知ろうとしたものであり，毎月散布試験は，薬剤]を繰.り返し散布することによって，

春から秋までの問，プナ丸太を虫害から守ることができるかどうかを確かめようとしたものである。すなわ

ち，薬剤散布が穿孔防止のために効果があるとじても，それを長期にわたって期待することはできないであ

ろうとの予想のもとに，この試験を行なった。

薬剤は噴霧器を使って，各区とも， 1 本並べにしである丸太の全面に，石あたり 0.51 (1 111' あたり1.81) 

の割合で散布した(丸太を円柱と考えれば径 1 尺の丸太に石あたり 0.51 の量を散布すると表面積 1m' あた

り約 130cc の散布量となる〉。各区はたがいに 2m 以ヒ離して設置し，各試験地内では繰り返し試験を行な

わなかった。

伐採および薬剤散布の期日は第 3 表のとおりである。なお，毎月散布の場合，第2 回以後の散布は，おの

おの 1 ヵ月後の虫孔調査直後に行なった。

第 3 表伐採および薬剤散布の期日

試 験 地 |伐採年月日|薬剤散布年月日 備 考

戸倉 A
1 回散布区|昭和27年 4'"'-'5 月|昭和27年 6 }31O'"'-' 11 日 運材の途中，部分的に樹皮の

毎月散布区|昭和27年ん5 月|昭和持 6月 10'"'-' 11 日 剥脱したものが多い。
以後 l ヵ月ごとに散布

草
1 回散布区 I 昭和26年ll2月7~年4月 I 昭和27年4月30 日 '"'-'5月 I 日 同一処理区に新旧材を半数ず

松
毎月散布区 I 昭和26年11 月~4}3 I 昭和27年4月30 日 '"'-'5散月布l 日 つ使用。

27年4月 以後 l ヵ月ごとに

1 回散布区|昭和26年 11 月 |昭和咋 4月27 '"'-' 2日日 材は流送剥げした落ため，部分的に
尻平川

毎月散布区|昭和岬 11 月
樹皮の剥 ちたものが多

|昭和27年 4肪~散28布日 し、。

以後 1 ヵ月ごとに
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'v) 調査方法、

薬剤処理区および無処理区ゐ丸太各20本の

うち， 10本を虫害調査木とした。他の10本は

薗害調査木である。虫害調査は虫孔数の比較

によったが，この試験では調査木に第 3 図の

ように環状の調査箇所を区画し，その区画内

の虫孔を 1 ヵ月どとに数え，虫孔数は累計の

- 15 ー

_50C'"_ 

巴
本ロ

)b ) C ) 

ー_50ctn_;..

日
中，'" 本ロ

第 3図虫害調査箇所

各丸太について， a.........d の帯状の部分をきめ，その中か

ら無作為に 1 ヵ所をとって，その丸太の調査箇所を決定
した。

数字を数えた (Plate 3 参照〉。 木口は穿孔がきわめて少なかったので，調査外とした。調査はこれを10月

まで続けたが，結果の検討は，設置後 3 ヵ月までの資料について行なった。なお，各丸太には木口に番号を

記し，また地面に接する部分を常に一定にした。

. vi) 調査の結果および考察

調査の結果はこれを第 4"'9 図に示した。これによると，クレオソート油55%乳剤(尻平川にだけ設置〕の

穿孔防止効果は明らかに認められたが(第 8， 9 図)，他の薬剤の効果の有無については，明確な判定をくだ

すことができなかった。すなわち， PCP2% ・ DDTO.2%乳剤区を例としてみると， r戸倉AJ では， 1 回

散布の場合も，毎月散布の場合も，各国の調査結果がともに無処理区よりも虫孔が少なかったのではあるが

〔第 4 および第 5 図)， r松草」の毎月散布区では 3 ヵ月後までいずれも，虫孔が無処理区よりも多かった(第
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(昭.27. 6 月設置〕
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%乳剤， 1V: PCP 2 % • DDT 0.2%白灯油溶液，
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無処理
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第 5 図戸倉A試験池毎月散布区虫孔教
(昭.27. 6 月設置)

1 : PCP 2 % • BHC r O. 2%~L剤， n : PCP2 %. 
BHcrO.2%白灯油溶液， m : PCP2%・DDT 0.2 

%乳剤， 1V: PCP2 %・ DDTO.2%白灯油溶液，
V :白灯油，羽:グレオソート油18%乳剤， vn: 
PCP2%・松根油乳剤，咽 :FD2%水溶液， 1X: 
無処理
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第 6 図松草試験地 1 四散布区虫孔数
(昭.27.4"-'5月設置〕ー

I : PCP 2 % • BHC r O. 2%乳剤， n: PCP2 %・ BHCr
0.2% 由灯油溶液. m : PCP2 %・ DDTO.2%乳剤， IV : 

PCP2 %. DDT o. 2%白灯油溶液， V :白灯油， VI: クレ

オソート油18~右手L剤. vn: PCP2 %・松根油乳剤， Vl゚: 
FD2%水溶液，政:無処理

時
バ
回

7 図〉。 また， 1 回散布の場合は. 2 ヵ月後 1
・骨、、

までは無処理区より少なかったが， 3 ヵ月後

には無処理区より多くなっている(第 6 図〉。

このように，ある試験地では無処理区よりも

虫孔が少なかった薬剤区が，他の試験地下!土

逆に多くなっている例があり，また同一試験

地でも， 1 回散布の結果と毎月散布の結果が

逆になっているという例が多かった。 i

この原因としては，使用した薬剤の濃度が

低すぎたことと，この程度の濃度では調査の

間隔が長すぎたことが考えられる。だから散

布から調査までの期聞をもっと短かくすれ

ば，あるいは穿孔防止効果の傾向ぐらいは見

いだすことができたかもしれなかったが，や

はり濃度の低さは決定的で、あった。ここで各

試験地の状況を考慮にいれて各薬剤について

検討すると次のようである。

〈イ) PCP 2 % • BHC r O. 2%乳剤

この処理は. í戸倉AJ における 1 回I散布

試験(第4 図〕および「松草」と「尻平)l1J

の 1 ヵ月後の各 1 例(第 7， 8 図〉を除いて，

(7.月成田事牽}

30 

J : PCP 2 % • BHC r O. 2 %乳剤
20 

目: PCP 2 % • BHC r O. 2 %白灯油溶
10 

液 モ晶

m : PCP2% ・ DDTO.2%乳剤 4D 

IV : PCP2 %. DDTO. 2%白灯油溶液 30 
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第 8 図尻平川試験地 1 回散布区虫孔数
(昭.27. 4 月設置〉

1 : PCP2 %・ BHCrO. 2%乳剤， II : PCP2 %・
BHcrO.2%白灯油溶液，目: PCP2 %・DDTO.2

%乳剤， -JV : PCP2 %. DDTO.2%白灯油溶液，

V :白灯油，刊:クレオソート泊 55%乳剤， ,] : 

PCP2%・松根油乳剤，咽: FD2%水溶液， IX: 

無処理
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第 9 図尻平川試験地毎月散布区虫孔数
(昭.27.4 月設置〕

1 : PCP2 %・ BHcrO.2%乳剤， II : PCP2%' 
BHcrO.2%白灯油溶液.目: PCP2 %・ DDT 0.2 

%乳剤;--JV -: PCP2 %・ DDTO.2%白灯油溶液，

V :白汀油. V1:クレオソート油 55%乳布tl w: 
PCP2%・松根油宇L剤.咽: FD2%水溶液. 政:

無処理

他の場合はいずれも，無処哩区よりも虫孔ポ少なかったつまた「法草」の毎月散布弐演では 2 ヵ月後およ

び 3 ヵ月後の虫孔が最も少なかった(第 7 図λ このように.穿孔虫の生息密度の高い「松草」で結果がよ

かった点からして，本邦lの穿孔防止効果は，ある程度期待できるもののように考えられた。

(ロ) PCP 2 % • BHC r O. 2 %白灯油溶液

この区は， 1"戸倉AJ では， 1 回散布試験でも毎月散布試験でも，虫孔は比較的少なかった(第 4， 5 図〉

が， 1"尻平}IIJ では 1 回散布試験の各回調査および毎月散布試験の 1 ヵ月後と 2 ヵ月後が無処理よりも多か

った(第 8， 9 図〕。また「松草」の 1 回散布試験では無処浬区よりも虫孔が少なく，とくに 3 ヵ月後の調査

では各区中最も少なかった。しかし，毎月散布弐験では， 1 ヵ月後および 2 ヵ月後の虫孔は無処理区の 2 倍

以上であった(第 6， 7 図〉。

以上の結果から，本剤の穿孔防止効果はあまり期待できない主いえるっ

かう PCP2% ・ DDTO.2%乳剤

この区は， 1"戸倉AJ および「尻平川」では， 1 回散布試験，毎月散布試験とも虫孔数は無処理区よりも

少なかった(第 4， 5 図および第 8， 9 図)が， r松草」では， 1 回散布試験の 3 ヵ月後および毎月散布試験

の各回とも，無処理区より虫孔が多かった。この結果から，本弗jの穿孔防止効果を判定することは困難であ

るが， r戸倉AJ の毎月散布試験(林内設置)で， 3 ヵ月後の虫孔数が最も少たかった点は注目される。

(ニ) PCP2% ・ DDTO.2%白灯油溶液
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この区は「戸倉AJ の 1 回散布試験(第 4 図λ 「松箪」の 1 回散布および毎月散布試験(第 6， 7 図}.に

おいて虫孔が無処理区よりも多かった。また「尻平)l1Jでも無処理区の虫孔数に近いか，またはそれ以上の

虫孔数を示していた(第 8， 9 図)。特に「松草」では， 1 回散布試験でも，毎月散布試験でも，虫孔は他の

区に比較して最も多かった。以上の結果から，本剤による穿孔防止の効果については，ほとんど期待するこ
‘ t 

とができなし、。

(ホ〉白灯油

この区は「戸倉AJ におけi，'毎月散布試験および「尻平)l1Jの 1 回散布試験の 3 ヵ月後以外は，いずれも

無処理区より虫孔が多かったJ なかでも「尻平JIIJ の毎月散布試験では虫孔が最も多く， í松草」でもPCP

2% ・ DDTO.2% 白灯油溶液区についで、虫孔が多かった。この結果t丸、プナ丸太に白灯油を散布すること

が，かえって穿孔虫を誘引し穿孔を増加させることになるのではないかとしヴ疑いをいだかしめる。この現

象は矢沢らの報告卯) 51) 52) にもみられ，これらの点から白灯油には穿孔防止効果は全くないと思われる 3

(へ〉グレオソート泊 18% 乳剤

この区は「戸倉AJ の試験および「松草」の 1 回散布試験では，無処理区よりも虫孔が少なかった(第 4，

5, 6 図〉が， í松草」毎月散布試験では，・2 ヵ月後と 3 ヵ月後に無処理よりも多かった(第 7 図)。また虫

孔が少なかった場合でも，無処理とのちがいは特に著しいとはいえないので，期待できるような穿孔防止効

果があるとは考えられない。

(ト〉グレオソ{ト油 55% 乳剤

この区は「尻平)l1Jだけに設置したもので， 1 回散布試験でも毎月散布試験でも，虫孔はきわめて少な

く， 3 ヵ月後でも ， 1m' あたり 2 孔以下で，無処理区にくらべても 10分の 1 以下であったから，穿孔防止

効果は十分認められるのであるが，しかし，このような高濃度のものを実用に供するには，まだこれ以外に

問題がある(第 8， 9 図〉。

〈チ) PCP2 %松根油乳剤

この区は「松草」および「民平)l1Jでは l 例を除いて無処理区よりも虫孔が少ない傾向にあった(第 6'""

9 図)が， í戸倉AJ では無処理区よりも多かった(第 4， 5 図〉。この結果からは直ちに効果の判定はでき

ない。しかし，各区の虫孔数からみて，たとえ穿孔防止効果があるとしても，それは特にすぐれたものとは

し、えないようである。

〈リ) FD 2% 水溶液

この区は「戸倉AJ の 1 回散布試験(第 4 図)， í松草」の 1 回散布試験(第 6 図〉および「尻平川」の試

験(第 8， 9 図)では，無処理区よりも虫孔が少なかったが， í戸倉AJ の毎月散布試験では最も多く(第

5 図)， r松草」の毎月散布試験でも 2 ヵ月後に 1 m' あたり 100 以上の虫孔を生じている(第 7 図)。以上の

点からみて穿孔防止効果はほとんど期待できない。

このように， 1 年目の最初の試験では，グレオソート泊 55% 乳剤のような高濃度のものは別として，他

の薬剤のこの程度の濃度では 1 回散布でも，毎月散布でも適確に穿孔虫の穿入を防止することのできるもの

は見いだせなかった。しかし，供試丸太に皮が剥げたような不適当な条件のものが少なしまた一般に丸太

の穿孔密度の高かった「松草」における 1 回散布試験の 1 ヵ月後の調査および毎月散布試験の 3 ヵ月後まで

の各調査結果(第 6， 7 図)に重点をおいて判断すると， BHC 乳剤の効果に比較的期待がもてそうであった。

すなわちこの区は BHcrO.2% という低い濃度でありながら， r松草」では他区にくらべて虫孔が少なかっ
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ずこ点のほか「戸倉AJ' における 1 回散布試験の各月の調査および「松草」と「尻平)l1Jの 1 回散布の 1 ヵ月

後の調査を除いて，他の試験でいずれも比較的よい結果がるらわれている。 このことから BHC の濃度を高

くすれ白じはっきりした穿孔防止効果を示すのではないかと考えられ'社。

n -'--Z_._!2 昭和 27 年に行なった試験 (2)

(1)で述べた f松草」および「民平)l1Jの試験の 1 ヵ月後の調査において，薬剤処理区でありながら無処

理区より L主孔数ら多い場合が少なくなかった。しかも当初穿孔防止布果があると考えてい同ののなかに
も，この傾向がみられた。これは，使用した薬剤の濃度が低すぎたためと考えられたので，さらに濃度を商

くして迫力q試験を行なった。

i) 試験地

〔イ) F戸倉AJ (ロ) 1松草」

ii) 供試丸太

「戸倉AJ では直径 0.6"-' 1. 2 尺 (18，，-，36cm) ， 長さ 6 尺 (108m) ， 1松草」では直径 0.6"-'1. 2尺 (18"-'

36 cm) ， 長さ 3 尺 (0.9 m) のものを用いた。各処理区の本数は 1 区あたり 3"-'4 本とした。ただし，無処

理区は. 1松草」では処理区と同じ本数を設置したが， 1戸倉AJ では(1)， (2)の試験を同じ時期に設置

したので(1)に述ぺた毎月散布試験の無処理区を共通させ， 10本とした。

iii) 使用薬剤

〈イ) PCP2 %・ BHCr 1 %乳剤

(ロ) PCP2% ・ BHcr 3%乳剤

(ハ〉クレオソート油 30 ~右手L剤

(ニ) PCP 5%松根油乳剤 (1松草」のみ); PCP5% ・ BHcrO.5%乳剤(戸倉Aのみ)

〈ホ) Na-PCP1 %水溶液 (1戸倉AJ のみ)

iv) 薬剤処漫の方法

薬剤散布は 1 回だけとし，散布の要領は前と同様であるつ設定の時期は「戸倉AJ では 4"-'5 月に伐燥し

ずこ材を用いて 6 月 15"-'16 日に薬剤散布を行ない， 1松草」では 7 月 29 日に伐採した材を用いて 7 月30日に散

布を行なった。

γ〉 調査方法

「戸倉AJ では，調査本数が少ない点が違うだけで他は(1)の場合と同様である。 1絵草」では，丸太

の長さが短かったので，各丸太ごとに両木口から内側へ長さ 50cm の調査箇所を区画し，そのうち 1 ヵ所を

無作為に調査筒所ときめた。虫孔の数え方その他は(1)と同様である。

vi) 調査の結果

「戸倉AJ の結果は第 10 図のとおりであるつここでは 3 ヵ月後まで調査の各国とも Na-PCP1%水溶液

区の虫孔が最も多く，無処理区がこれにつぎ，他の薬剤処理区はいずれもきわめて少なかった。すなわち，

Na-PCP 水溶液以外の処理区の虫孔は 1 ヵ月後はいずれも O であり， 2 ,,-, 3 ヵ月後でも PCP5% ・ BHC r 

<0.5%松根油乳剤区の 5.61m2 (以下虫孔の数字はいずれも 1m' あたりであるががを略して数字だけとす

る〕が最も多いものであった。

これは無処理区の虫孔が， 1 ヵ月後 16.0， 2 ヵ月後 18.9 ， 3 ヵ月後 22.3 であるのにくらべて著しく少ない。

「松草」の結果はこれを第 11 図に示した。ここでは無処理区の虫孔が最も多く，薬剤処理区の虫干しはい
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第10図戸倉A試験地(追加試験区)虫孔数
(昭.27. 6 月設置)

1 : PCP2 %・ BHcr 1 %乳剤， n : PCP2 %. 
BHcr 3%乳剤，目:クレオソート油30%乳剤，
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第11図松草試験地(追加試験区〉虫子L数
(昭.27. 7 月設置〉

1 : PCP2 %・ BHcr 1 %宇L剤， n : PCP2 %. 

BHcr 3%乳剤，面:クレオソート油30%乳剤，

IV : PCP 5% ・松根油乳剤， V: 無処理

ずれも無処理区より少なかった。特に PCP 5 % • BHC r 3 %乳剤区は， 1 力月後に2.2， 3 力月後に 2 ， 3 で

最も少なかったc これについで PCP2% ・ BHCr 1 %乳剤区が少ない順位にあった。

他の薬剤処理区の虫孔は比較的多く，グレオソート油 30%乳剤では> 1 ヵ月後にすでに 65.1 の虫孔を生

じた。しかし，無処理区ではさらに多く， 1 ヵ月後に 108.3 の虫孔を生じている。

víí) 考察

昭和27年の追加試験の結果は， I戸倉AJ の Na-PCP 水溶液区を除く他の薬剤処理区は，いずれも無処理

区よりも虫孔が少なく，程度に差はあったが，穿孔防止の効果は明らかにみとめられた。なかでもPCP2%

• BHCr 3%乳剤区の虫孔は， I戸倉AJ では 1 ヵ月後は虫孔を生ぜず， 2 力月後に1.0， 3 ヵ月後に 5.1で

あり， I松草」では， 1 ヵ月後に 2.2， 2 ヵ月および 3 ヵ月後に 2.3 の虫孔が数えられたにすぎなかった。

特に 1 ヵ月後の調査で，無処理区に 100 以上の虫孔を数えることができた「松草」において，この処浬区の

虫孔がきわめて少なかったことは，すぐれた穿孔防止効果を示すものと考えられる。

PCP2% ・ BHcr 1 %乳剤区は， I戸倉AJ では 3 ヵ月後までに1. 0 の虫孔を生じたのみであったが. r松

草」では 1 ヵ月後に 4.4， 2 ヵ月後に 13.2， 3 ヵ月後に 16.9 であった。この場合も，無処理区にくらべると

著しく少なく，穿孔防止効果があると考えられる。しかし， 10個前後の虫子しが生ずると，木材の利用上から

は満足できるものとは思われなし、。だから「戸倉AJ においては 3 ヵ月後まで 10 以下であったものが， I松

草」では 2 ヵ月後に13.2となったことは，木材利用の立場からみれば，この場合やはり効果は認めながらも

なお問題があるように考えられる。クレオソート泊 303右手L剤区や， PCP 5%松根泊乳剤区 (1戸倉AJ では
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BHcrO.5%を含む〉の 1 ヵ月後の結果は，無処理区よりは少ないが， 相当多数の虫孔を生じているので，

実用上の効果は期待できなし、。

したがって，この試験の結果から考察すると，ここで使用した薬剤は，いずれも穿孔防止効果があると考

えられるが，その効果は実施する場所の環境その他の条件によって程度にちがし、があることがわかる。そこ

でいま，かりに， 1m' あたりの虫孔が10以内の場合だけを，木材利用上からも障害の少ない有効範囲である

とすると， PCP 2 % • BHC r 3 %乳剤の散布の効果は顕著で， 3 ヵ月間有効範囲内にはいる。しかし， PCP 

2% ・ BHcr 1 %乳剤の散布は，穿孔虫の生息密度の高いところでは， 1 ヵ月ぐらいしかこの有効範囲には

いってこなし、。クレオソート rlu 30 %乳剤および PCP5% 松恨油乳剤の散布では，この有効範囲からはずれ

てしまってほとんど満足できなし、。 PCP5% ・ BHCro. 5%松恨油乳剤は含有している r-BHC の量からみ

てもわかるように， PCP2% ・ BHC rI%乳剤よりも効果が劣り，これも有効範囲外であるといえる p

ll-2-3 昭和 28 年に行なった試験

昭和 27 年に行なった試験。結果から， B日C 乳剤乃款布/J~，プナ丸太D穿fL坊止に効果拘であることがわ

かったが，さらにくわしく BHC の効果をたしかめるために， 28 年度には次のような設計で試験を行なっ

Tこ。

i ) 試験地

(イ) ["戸倉 BJ

ii ) 供試丸太

(ロ) ["松草」

供試丸太\t直径 0.6"-' 1 尺 (18，，-，30 cm) ， 長さ 3 尺 (0.9 m) とし，本数は第 4 表および第 5 表7こ示すとお

りである。月によって設萱本数れ異なるのは，同時Jこ行なった望書調査による試検材の消費を考慮したため

である。

iii) 使用薬剤j

(イ) ["戸倉 BJ における使用薬剤

(A) 防菌剤混用のもの

(司 Na-PCP 5% ・ BHcr 1 %乳剤

(ωNa-PCP 5% ・ BHcr 2 %乳剤

(c) PCP 5% ・ BHcr 2%白灯油溶液

(d) PCP5% ・ BHcr 2 %乳剤

(e) クレオソート r1f130% ・ BHcr 2 %乳剤 (6 月は薬剤のつごうで設置せず)

(B) BHC 単用のもの

(a) BHC r 0.2%乳剤

(ゆ BHcrO.75%乳剤

(c) BHCr 2 %乳剤

(d) 白灯油

(e) BHC r O. 75%白灯油溶液

(f) BHcr 2 %白灯油溶液

くロ) ["松草」における使用薬剤

(a) Na-PCP 5 % • BHC r 1 %乳剤
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(ωNa-PCP 5%  ~ BHC f 2 %乳剤u

iv) 薬剤j処理の方法

薬剤処埋は伐採当日または翌日にとれを行なった。

ただし í松草」の供試木には，前年秋季の伐採木で 5 月に処理したものを一部加えた。薬剤散布量は前

年と同じく石あたり約 0， 5l (m' あたり '1. 8 1)， 散布団数は 1 回だけである。試験の設定は， 5"-8 月の聞

に，前年と同様な方法で第4 表および第 5表のように毎月行なった。

なお「松草」では前記薬剤処理区に無処理区を加えた供試材を， 3 回繰返しのラテン方格法によって配列

した。

v) 調査の方法

「戸倉 BJ では，前年の試験(2 )の「松草」の場合と同じようにして丸太の調査箇所を定めたが， í松草J

では樹皮全国について調査した。それ以外の調査方法は前年と同様である。しかし本年は，薬剤散布以前に

穿孔を生じているか否かをくわしく調査し，散布前の虫孔は計算から除外できるようにした。なお，各月の

調査本数は第 4 および 5 表のとおりである。

第 4表昭和28年度の試験における供試丸太設置本数および虫害調査本数表

一一戸倉 B 試験地一一

~ 月 17"-18/ V 設置 18,,- 19/羽設置 28"-29/Vll設置 19"-20/VH1設置

処
\、

、\ 調査本数 調査本数 調査本数 調査本数

理別寸L 設本数置 設本数置 設本数置 設本置数 lf! 

l 会I~ 長1;' ヵ l ヵ 1; 長1;. カ 月l 後ヵI月2 後~I月3 後ヵ l 「 243 カ
月月月後 月後月 月後 月後月 月後

Na-PCP 5% ・
BHCr 1 %乳剤 121 12 12 9 9 9 9 6 6 6 6 3 3 31: -

Na-PCP 5 宇96L ・
BHcr 2% 剤 24 24 24 18 181 18 18 12 12 12 12 6 6 6 6 ー

PCP5% ・
12 12 12 9 9 9 9 6 6 6 6 3 3 3 3 ー

BHcr2%白灯油溶液

PCP5% ・
12 12 12 9 9 9 9 6 6 6 6 3 3 3 31 -BHcr 2%乳剤

クレオソート油30% ・
12 12 12 9 61f 6 6 3 3 3 3 ー

BHcr2%乳剤

BHC r 0 , 2 3右手L剤 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 ー

BHcr O. 75%乳剤 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 31 -

BHcr 2%乳剤 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 31 -

白灯油 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 ー

BHC r o. 75% 白灯油
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 31:一溶液

' 

BHcr 2%白灯油溶液 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 31 -

無処理 451 45 441 35 361 36 351 26 271 27 27 18 181 18 18 一喝

(注〉 丸太の大きさ: 直径 0.6"- 1 尺，長さ 3 尺。

本数の減少は菌害調査のための消耗に k る。したがって，虫孔調査の際， 1m' あたりの虫孔数

が前月より少なくなることもある。
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昭和28年度の試験における供試丸太設置本数および虫害調査本数表

一一松草試験地一一

7〉と\一一
前19年/秋V 伐設採置木 19/V 設置 25/VI 設置 27/Vß設置

調査本数 調査本数 調査本数 調査本数

7JIJ 設本置数 月l 後ヵI月2 後~I月3 後ヵ 設本置数 月l 後ヵI月2 後ヵ I月3 後ヵ 設本教置 月1 後ヵI月2 後ヵIj月後克 設本数置 月l 後ヵI月2 後ヵ I月3 後ヵ
Na-PCP5% ・ 121 12 121 10 151 15 12 9 121 12 12 6 9 9 9 9 
BHcr 1 %乳剤

Na-PCP 5%' 12 12 12 10 151 15 12 9 12 12 12 6 9 9 9 9 
BHC r2 %乳剤

無処理 12 121 12 8 151 15 12 9 12 121 12 6 '9 9 9 6 

第 5表

丸太の大きさ: 直径 0.6'" 1 尺，長さ 3 尺

本数の減少は菌害調査のための消耗によるC

供試丸太は 4 本. 5 本，または 3本あての 3 回繰返しで，ラテン方格に設置した。

(注〉

調査の結果vi) 

「戸倉 BJ の防菌剤j混用薬剤処理の結果は，これを第12"'15図に示した。このうち 8 月設置のものは 2 ヵ
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ある(第15図〕ために，これを検討の資料から除外し. 5 "'.7 月設置のものについて検討すると，薬剤処理

区はいずれも明らかに穿孔防止効果を示している(第12"'14 図)。すなわち. 3 ヵ月後に処理区の中で虫孔
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1 : BHC70.2~右乳剤， ll: BHC 7 O. 75%乳剤，
111 : BHC:r 2 %乳剤， N: 白灯油， V: BHC7 
0.75%白灯油溶液， VI: BHC 72 %台灯油溶液，

Vll:無処理
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第18図戸倉B試験池 BHC 単用区虫孔数

(昭.28. 7 月設置)
I : BHcr 0.2%乳剤， 日: BHC 70.75%乳剤，
目: BHC 72%乳剤， lV :白灯油. V: BHC 7 
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松草試験地 6 月設置区虫孔数

(昭.28.6 月設置)

1 : Na-PCP5%. BHC7 1%乳
剤. n : Na-PCP5%.BHCT 2 

%手L剤. m :無処理
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松草試験地 5 月設置区虫孔数
(昭.28. 5 月設置)

1 : Na-PCP5% ・ BHC71%乳
剤， n : Na-PCP5% ・ BHC72

%手L剤， m: 無処理
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松草試験地 7 月設置区虫孔数
(昭.28. 7 月設置)

1 :Na-PCP5% ・ BHcr 1 %乳
剤， H : Na-PCP5% ・ BHCr 2 

%1L剤， 目:無処理

の最も多かったのは 7 月設置(第14図〕の Na-PCP5 % • BHC::r'l 

%区であるが，それでも 2.5 であって，無処理区の 14.2 C第14図〉

"-'25.3 C第12図〉にくらべるとはるかに少ない。

「戸倉BJ の BHC 単用の結果は，これを第16"-'19図に示しだ。

8 月設置(第19図〉は，前と同じ理由で除外し， 5 乍 7 月設置につ

いて検討してみると，これらの試験で乳剤区は，無処理区にくらべ

て，，!Ð:孔がいずれも少なかった。しかし，白灯油区の虫孔は常に無

処理区よりも多かった(第16"-'18図〕。また BHC rO. 75%を含む白

灯油溶液区は 5 月設置の場合の各国および， 6 月設置の 1 ヵ月後の

調査の場合など無処理区よりも多い場合がしばしばみられたが， r-

BHC を 2%含む区では， 乳剤区はもちろんで、あったが白灯油溶液

区でも全く虫孔が認められなかった(第四"-'18図〉。

「松草」の試験結果は，これを第20"-'23図に示した。ただし， 8 

月設置では薬剤処理区にも無処理区にもともに虫孔が認められなか

ったので省略した。これについてみるど「松草」でも，薬剤(乳剤〉

処理区の虫孔は，常に無処理区よりも少なかった。特に r-BHC 2 

%を含む区の虫孔は 5 月伐採 5 月処理の 1 ヵ月後の 1 例を除いて，

最も少なかった。すなわち， 1 ヵ月後の調査では，無処理区の虫孔

が 9.0 C第20図)"-'100 C第22図〉であるのに対して， BHCr2%を

含む区では o C第20図)"-'2.0 C第23図)，同じく 1%の区では 0.1 C第21図)"-'6.1 C第22図〉で‘あった。 2 ヵ

月後では，無処理区が 51. 3 C第20図)"-'165.5 C第22図〕であるのに対して， 2%区では1. Oc第21図)"-'16.4

(第22図)， 1%区では1.2 C第21図)"-'36.1 C第22図〉であった。また， 2..5 力月ないし 3 ヵ月後では無処

理区が 58.1 C第20図)"-'186.2 C第22図)であるのに対して， 2%区では 2.0 C第23図)"'-'34.4 C第21図)'， 1 

%区では 5.8 C第23図) "-'47.8 C第22函)であった。 5 月設置の場合の前年秋の伐採木と，当年伐採木の試

験では，後者の無処理区の虫孔が多かった以外，特にめだったちがいは認められなかった。

vii) 考察

r-BHC 2%を含む乳剤を散布した丸太は「戸倉BJ では散布後 3 ヵ月を経過しても， 虫孔を生じなかっ

たものが多く，虫孔を生じたものでも 1 m' あたり 2 以下であった。「松草」では， 5 月および 7 月に設置し

た試験では， 2 ヵ月後までが 2 以内の虫孔であった。 6 月設置では 1 ヵ月後は虫干し1. 5 でるったが， 2 ヵ月

後には 16.4 となった。ただし 6 月設置の無処理区は， 1 ヵ月後で 100， 2 ヵ月後で 165.5 と処理区に比較

しでかなり多い数であった。この現象は， BHC の穿孔防止効果が時閣の経過につれて失われていくことを

示している。また効果の持続期間をみると， r戸倉」のように穿孔虫の生息密度の低い地域では， BHC r 2 

%を含む乳剤の散布によって約 3 ヵ月聞は穿孔防止効果が顕著に現われているが， r松草」のように生息密

度の高い地域では，穿孔が 2 内外に止まる期聞は，散布後 1 ヵ月か 2 ヵ月聞にすぎなかった。

BHC T1%含有の乳剤散布区は， r戸倉 BJ にくらべて穿孔虫の生息密度の高い「松草」では， 1 ヵ月後

に0.1"-'6.1の虫孔を生じており，薬剤処理区の虫孔も一般に多くなるとしづ傾向がみられた。

BHC r 0.75%乳剤区は， r戸倉BJ の， 5 月設置で 3 ヵ月後に13.6， 6 月設置では 2 ヵ月および 3 ヵ月後
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でいずれも 5.6， 7 月設置では 2 ヵ月後および 3 ヵ月後に，それぞれ1. 1， 2.2 の虫孔をみた。この結果を

1%乳剤とくらべると，最初の聞はほとんど同様な効力を示すが，その持続期間は短いように恩われるので

「松草」のように穿孔密度の高い地域では， 1 ヵ月ぐらいですでに 10個以上の穿孔を生ずる危険がある。

BHC r 0.2%乳剤区は， I戸倉 BJ の場合 5 月および 6 月設置が 0.75%乳剤区の同時期設置よりも虫孔が

少なかったが，前年度の試験の例をみると，この程度の濃度では穿孔防止効果が期待できないので，薬剤の

濃度以外にその原因があったのではなかろうかと思われる。

なお「戸倉BJ の結果からみて， BHC を PCP やクレオソート油等と混用しでも，穿孔防止効果に対する

影響はほとんどないと考えられると

白灯油溶液の散布区が，穿孔を著しく増加したことは前年の場合と同様である。 BHC rO. 75%を含む白灯

油溶液区は， 5 月設置および 6 月設置の 1 ヵ月後の調査の時無処理区よりも虫孔が多かったが，他の場合は

無処理区より虫孔が少なかった。このことと，穿孔虫の種類により発生の最盛期が異なるように観察された

こととをあわせて考えると，自灯油散布によって強く誘引される穿孔虫は，ある限られた種類だけのようで

ある。

BHC r2%を含有する白灯油溶液区は， r戸倉 BJ では，乳剤の場合と同様に明らかな穿孔防止効果を示

した。しかし，すでに述べたように BHC の白灯油溶液は，その濃度が低いと虫孔を多く生じる傾向がある

ことから，これを事業的に応用するには，なお十分検討の余地がある。

次に， BHC 乳剤の効果は，試験設置の時期によって異なるという傾向がほとんどみとめられず，一般に

生息密度が高いか，発生の山に遭遇するかして無処理区に多くの虫孔を生じた場合には，処理区の虫孔も比

較的多くなる傾向があった。ところでこの山がいくつもあるとき，そのおのおのの山に含まれている穿孔虫

の優占種が異なる場合でも，この傾向には変わりがなかったから， BHC 乳剤の穿孔防止効果は，各復の穿

孔虫についてほぼ同様であると考えて間違いないようである。

0-2-4 昭和 29 年に行なった試験

昭和27年および28年の試験で， BHC の乳剤および白灯油溶液の穿孔防止効果についての概絡が判明した

ので， 29年にはその普遍性をたしかめるために試験地を変えるとともに，試験方法の一部を変えて試験を行

なった。試験設計は後に記すとおりであるが，前 2 ヵ年の試験と特に異なる点を示すと，次のとおりである。

(a) 虫害調査の試験区は，菌害調査とは別に設置し，試験の途中で供試木を抽出し，本数が減少するこ

とをなくした。

(b) 乳剤使用の試験と，白灯油溶液使用の試験とは隔離して別々に行ない，それぞれラテン方絡に記列

した。

(c) 乳剤使用の試験は 5 月および 6 月の 2 回，白灯油溶液使用の試験は 6 月の 1 回とした。

(d) 試験材の薬剤散布は設置場所とは別のところで行ない，薬剤散布が終わってから樹皮に傷をつけな

いようにして注意して試験場所に運搬し，配列した。

i ) 試験地

「根利」

ii) 供試丸太

長さを 4 尺(1. 2 m) とし，直径は 0.6"-'1. 2尺(l8~36 cm)のものを用いることにしたが， 0.6 尺(18cm)

未満のものも若干まじった。本数は，乳剤区では 1 試験区総数 45 本，白灯油溶液区では 1 試験区総数 48本
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である。

iii) 使用薬剤

〈イ) BHC 乳剤

(a) BHCr 2 ~臼L剤

(b) BHC 7 1 %乳剤

(ロ) BHC 白灯油溶液

(a) BHC r 2 %白灯油溶液

(b) BHC 7 1 %白灯油溶液

(c) 白灯油

iv) 薬剤処湿の方法

薬剤は 1 回だけの散布とした。試験木の設置は， 5 月および 6 月に行なったが， 5 月の場合は， 4"'5 月

の間に伐採した光太を 5 月 16 日に処理し， 6 月の場合は， 6 月 14日および 6 月 15日に伐採した丸太を 6 月 18

日に処理した。丸太な，設置笥]庁た配列する4請に，そこから離れた場訴で薬剤を散布した後，樹皮に望書をつ

けないようにして運搬して配列した。配列の方法は，手L剤使用試験，白灯油使用試験とも，おのおの無処理

区を加えてそれぞれ 1 区15本 (5 本ずつ 3 回繰り返し)，および， 1 区12本 (3 本ずつ 4 回繰り返し〉をラテ

ン方絡法により配列した。丸太の並べ方は 1 本並ぺとし，各丸太の上下の方向は一定とした。

v) 調査の方法

丸太の樹皮面全部について， 1 ヵ月ごとに虫孔数を調べた。薬剤散布前に穿入した虫孔はマークして調査

外とした。調査は10月まで行なっ

たが，ここでは設置後 3 ヵ月まで

の資料について検討した。

vi) 調査の結果

(イ) BHC 乳剤散布試験

(A) 5 月設置の場合

この結果については，これを第

24図に示した。すなわち， 1m' あ

たりの虫孔は 1 ヵ月後には，無処

理区の 3.7 に対して薬剤処理区は

全部 O であっち。また 2 ヵ月後は

無処理区の 13.9 に対して 2%区

で 0.1 ， 1 %区で 0.2 を数えたに

すぎなし、。

3 ヵ月後には，処理区の虫孔も

やや多くなり， 2%区は 2.9， 1 

%区は 8.0 となったが，無処理区

もまたふえて 25.4 となり，前年

と同様に薬剤処理の効果が明らか
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に認められた。

(B) 6 月設置の場合

この結果については第25図に示したとおりである。す

なわち， 1 仇2 あたりの虫孔は 1 ヵ月後には無処理区の

5.2 に対して 2%区で 0， 1%区で 0.6 にすぎなかった

ものが， 2 ヵ月後には， 無処理区の 34.5 に対して 2

%区が4.0， 1%区が 25.9 と増加し， 3 ヵ月後には，無

処浬区の43.0に対して 2%区が8.7， 1 %区が 33.5 とな

った。

0.6 

これを 5 月設置の場合とくらべると，薬剤散布の効果

は認められるが，処理区も，無処理区もともに虫孔が多

くなっており，その傾向は 2 ヵ月後の調査の場合がとく

に著しく， 5 月設置の 2%区が O. 1 であるのに対して，

6 月設置が 4.0， 1%区では， 5 月設置が 0.2 であるに

対して， 6 月設置が 25.9 としづかなり多い虫孔を生じ

ている点がめだっている。

(0) BHC 白灯油散布試験

この結果については，これを第26図に示した。ここで

も 28 年の試験と同じく白灯油区の虫孔は著しく多かっ

た。すなわち 1m' あたりの虫孔は 1 ヵ月後には， 2%区が 0.3， 1%区が1. 7，無処理区が 0.6 であったのに

対し，白灯油区な 112.4 であった。また， 2 ヵ月後は， 2%区が 4.9 ， 1%区が 21. 2，無処理区が 20.1 であ

ったのに対して，白灯油区は 149.2 で、あった。 3 ヵ月後には 2%区が 8.0， 1%区が 27.5，無処理区が 24， 7

で、あったのに対して，白灯油区は 156. 1 で、あった。特にこの場合，無処理区よりも虫孔が少なかったのは，

2%区だけであり， 1%区も無処理区以上の虫孔を示した点が注目される。 2%区の毎月の虫孔数は，同じ

6 月設置の乳剤使用試験の 2%区とだいたい同様であったが，無処理区の虫孔はやや少なかった。

vii) 考察

昭和29年には調査木の木数，薬剤処理および配列の方法を変えて試験を行なったが，その結果からも前年

とほとんど同じ傾向が認められた。すなわちこの試験地は，無処理区の穿孔数からみてプナの穿孔虫の生息

密度が「松草」よりは低く， ["戸倉J よりはやや高いように考えられる場所であるが，上述のように試験材

を配列場所以外の場所で薬剤散布を行なった後に設置し，また前 2 ヵ年の試験と異なり，設置後菌害調査な

どのために供試材の本数を減らすことなく，各処理区と無処理区とを同じ条件で 3~4 回の繰り返しを行な

うように配列し，できるだけ，薬剤以外の影響を排除して穿孔防止効果を検討したが，やはり前年とほぼ同

様の結果が得られた。このことによって，前 2 ヵ年の試験から得られた結論は，さらに強力に裏付けされた

とし、える η

次に BHC r 1 %の白灯油溶液は，本年の試験ではじめて使用したが，その結果は無処理区よりも虫孔が

多かった。しかし白灯油のみの区の虫孔が著しく多かったことからみると， T-BHC を 1%含有することによ

り，白灯油散布による誘引作用は相当抑制されるように考えられる(第26図〉。
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昭和28年の「松草」における試験および本年の試験ではラテ γ方格に試験材を配列したが，ここで行なっ

た配列のしかたでは穿孔数には位置による有意の差が認められなかった。しがし，林縁に近い箇所や，古い

切株や校条などに近い位置の丸太には虫孔が多く，日中常に日光の直射を受けることの多い箇所の丸太には

虫孔が少ない傾向が観察され，一見同じ環境条件と思われても，丸太をおく位置によって虫孔に多い少ない

のちがいがあるように思われた@さらに樹皮の状況等によっても，穿孔しやすいものと否とがあるなど，穿

孔虫の穿入に影響する条件は複雑で，どのようなものに穿孔が多く，どのようなものに少ないかということ

は一概にいえない。また穿孔防止効果が，穿孔忌避によるものか，処理材に接触した虫のへい死によるもの

かはこの試験では判然となし得なかった。

ll-2-5 考察および論議

i )薬剤散布処理法の実用性

わが国におけるプナ丸太穿孔虫の薬剤による防除試験については，すでに岩成 19) 20)，井上 18)，高橋 48)

らの報告があるが，その結果が事業的に応用されるまでには至らなかった。元来，丸太の保護のために薬剤

を使用する場合には，薬剤の効果以外に，その薬剤の価絡，入手および収り扱いの難易，処理方法の簡易さ

または繁雑さ等が事業に導入するときの難易を決定する直接の条件になってくる。薬剤防除方法が実用化さ

れるに至らなかったことには，これらの条件のいずれかによる制約が大きかったことがあるかもしれない。

一般に，丸太に対する薬剤処理法としては，液llIJを噴霧器によって散布する方法がまず第一に考えられる

のであるが，これは処理の方法が簡単であるために，事業的に利用されやすいからということであって，前

記の諸条件のなかでもこの条件はもっとも重要なものであると思われる。過去においても散布法による試験

が取り上げられているが，そのなかには有効なものは発見されていなかった。それは，当時はまだ今ほど強

力な薬剤が供給されなかったからであろうと考える。

海外でのプナ丸太の薬剤防;徐試験の報告はほとんど見あたらないが， BHC などが生産されるようになっ

てから，他の樹種については， SALMAN43), KOWAL 28) 29) , BROWN10), JOHNSTON22) らの報告があり，

いずれも散布法によって防除試験を行なっており，その効果も認められている。われわれが，薬剤散布i去に

よって防除試験を行なうことを決定したのは，過去の業績を十分検討したことはもちろんであるが，けっき

ょく薬剤を用いる方法では，散布法以外には実用の可能性は少ないという結論に到達したからにほかならな

かった。そしてその結果は，すでに述べたとおりに十分実用に供しうるものであることが明らかとなった。

ii) 薬剤の種類と濃度および散布量

(イ) BHC および DDT

戦後 DDT， BHC 等のすぐれた殺虫剤がわが国でも生産されるようになり，木材の穿孔虫の防除にもこれ

らの薬剤の使用が考えられるようになった。

われわれが穿孔虫によるブナ丸太の被害を防止する目的で，昭和27年から 3 ヵ年にわたって行なった試験

の結果では， r-BHC を 1%以上含む乳剤および r-BHC 2%を含む白灯油溶液の散布が有効であることが明

らかにされた。これらは第10'"'-'26図に示されている。しかし，第22図の「松草」の例のように穿孔虫の生息

密度が高いと考えられる地域では，上記のような防虫効果をうるためには， BHCr2%の乳剤を使用しなけ

ればならない。また r-BHC 1'" 2 %乳剤散布の効果は，時間の経過につれて低下するが，われわれの試験

では 2 ヵ月以後も虫孔があまり増加しない場合が多かった。この理由は後に述べるように，必ずしもそれ

がすべて薬剤の効果のみによるものとは考えられない。
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BHC 乳剤のすぐれた防虫効果については， ほかにも矢沢ら 52) 53) および各営林局で、行なった試験 14) 15) 

30) 31) 32) 38) の報告があり，海外の文献ではプナ以外の樹種についてではあるが， BHC の乳剤や油剤の散布

が有効であるとされていて，これらがわれわれの結果とよく一致している。

DDT 乳剤は， 0.2%の濃度では，同濃度の BHC 乳剤よりも概して防虫効果は劣っていた。もちろん，濃

度を高くすれば，これも効果があると考えられるが，われわれは DDT の高濃度のものを使った試験は行な

わなかった。高橋 48) は DDT 乳剤を約 0.07%の濃度 (20%原液を 300 倍)で試験して効果を認めていない

が，これは濃度が低すぎるための結果であろう。

自灯油をプナ丸太に散布すると無処理の場合よりも虫孔が多くなる現象はしばしばみられる。 T-BHC を

含む白灯油でも T-BHC の濃度が 1%以下の場合は，第 7'"'-' 9 図，第16図および第26図に示すように，虫孔

が多く生ずる傾向が認められる。この傾向はわれわれの試験より少しおくれて行なわれた矢沢 52) らの試験

でも報告されている。しかし，第12'"'-'19図および第26図にも示されているように， T-BHC を 2%含むもの

には防虫効果が明らかにみとめられる。これらは，プナ丸太に白灯油を散布すると，それがある種の穿孔虫

(観察では ScolytoPlatypus 嵐のものが多かった〉を誘引するはたらきとなって現われてくるけれども，こ

れに T-BHC を混じ，その濃度を高めていくと，ある濃度でその防虫効果が前者をしのぐためにあらわれな

くなることを示している。そして，この誘引作用と，殺虫または穿孔忌避の作用とは，おのおの独立に存在

しているのではないかと思われる現象であって，穿孔虫の趨化性を探究する場合の有力ないとぐちとなりう

るように考える。

BHC や DDT の粉剤および水和剤については資料が少ないので詳しい論議はできないが，濃度と量が適

当であれば，当然効果があるものと考えられる。しかし，事業的に使用する場合は，使用法や風雨による流

失等の点で，これらは乳剤よりも不利な点が多い。井上 18) は，末口 30cm， 長さ 1m のプナ丸太 1 本に平

均 4g の DDT 粉剤(濃度未詳)を散粉したが効果を認めてはいなL、。また，現在市販されている水和剤は

濃度を 0.5% 以上に濃くすると，噴霧器で散布しにくくなるので，丸太の防虫剤として事業的に使用するに

は不適当であるが，乳剤や油剤(軽油，灯油等の油剤)の形態のものは，散布が容易にできて便利であるつ

(ロ〉 防菌剤の防虫効果

クレオソート油乳剤， PCP乳剤，松根i由乳剤， Na-PCP 水溶液， FD 水溶液等の防菌剤を，一般に使用さ

れている濃度で散布しても，防虫効果を期待することはできない。矢沢ら 52) 53) の報告では，グレオソF ト

泊15%乳剤が BHC T 1 %を含む乳剤とともに良好な防虫効果を示しているが，われわれの試験では，第11

図のようにクレオソート油30%乳剤を散布しても， 1 ヵ月後には 1m' あたり 65 の穿孔があり，他にも同様

な例を観察している。もちろん，虫の種類によって効果が異なることは想像されるから，この試験結果のち

がし、は，試験地の穿孔虫の優占種のちがいによるのかもしれなし、。第11図の「松輩」の場合は，ヤチダモナ

ガキグイが多かったように観察されている。ともあれ，われわれの 3 ヵ年の結果からは，前記のような防菌

剤を事業的に使用した場合，防虫効果はほとんど認められない。また，防菌剤と防虫剤とを混合して使用し

た試験では， PCP やクレオソート油の乳剤を BHC の乳剤と混用しても，また， PCP の白灯油溶液を BHC

の白灯油溶液と混用しても， BHC の効果にはほとんど変わりがないように考えられた。

(ハ) 散布量

乳剤や油剤を散布して薬剤の効果をより高くするためには，散布量を多くした方がよいのは当然であるが
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薬剤の価格や手数の点から，ある範閉内で少ない量が望1まれる。われわれが平均直径 0.6........ 1. 2 尺(約20........40

cm) ぐらいの丸太に対して行なってきた材積 1 石あたり 0.5 1 ( 1 m' あたり1.8 1 ) の散布量は，プナ丸太

の全面をぬらしたうえ，多少滴が落ちる程度を目安にしたもので，直径 1 尺(約30cm) で 1 石(約0.28m')

の材積を有する丸太(円柱と考えて) 1 木の場合にあてはめると，両木口および樹皮の全聞に散布するとし

て，丸太の表面積 1 m' あたり約 130 cc の散布量となる。しかし，小径木の場合は大径木よりも 1 石あたりの

丸太の表面積は大きくなるので，単位面積あたりの散布量を等しくするためには，同じ 1 右でも小径木の場

合は量が多く，大径木では少なくなる。プナの樹皮は比較的平滑であるため，この程度の散布量で全面散布

が可能であるが，樹皮面があらいものは，より多くの量を必要とするものと思われる。事業的には虫孔がつ

くられやすいトピ傷や，樹皮にキズがある部分に十分薬剤を散布する必要があるので， 石あたり 0.5 1 (1 

M あたり1; 8 1)以上の散布が望ましし、しかし，三沢31)は， T-BHC2%を含む PCP乳剤を石あたり 0.31

( 1 m' あたり約 1.11 ) 散布して，散布後 2 ヵ月間，顕著な防虫効果があったことを報告している。

iii) 薬剤の効果主有効期間

ヅナ丸太に対する害虫の穿孔は，なんらの処理を施さない場合でも，丸太によって，多いものと少ないも

のとがある。つまり丸太の個体によって差がある。しかがって薬剤散布の効果にはこの個体の差も加わって

いる。この個体差を判断することはなかなかむずかしい。同じ薬剤を散布しでも，温度，湿度，風雨等の気

象条件によって効果にちがいができるほか，この丸太の個体によるちがし、や虫の種類による薬剤の効果のち

がい等があるはずであるが，これの条件がどのように結果に影響しているかを知るための基礎資料は，現在，

まだほとんど得られていない。

したがって野外における薬剤試験の効果を判定するには，繰返しを重ねて判定する方法しかない。われわ

れはこのような意味で，昭和27年から29年までの 3 年間，試験地をカ通えて第 1 年目に 3 ヵ所，第 2 年目に 2 ヵ

所，第 3 年目に 1 ヵ所と試験を繰り返した。さらに同一箇所でも種々条件を変えて，延20回以上の試験を行

ない，そのなかから防虫効果のあるものを拾いあげた結果， T-EHC を 1%以上含む乳剤および T-BHC2%

を含む白灯油溶液が有効であるとの結論を出したのである。すなわち，第10図，第1Z........15図，第20........21図お

よび第24， 25図にみられるように T-BHC 1 %の乳布!の散布区は， 1 ヵ月あるいは 2 ヵ月以上の問虫孔が全

くみられないか，あるいは 1m' あたり 1........2 孔程度つくられたにすぎず， 無処理区にくらべて十分のーな

いし数十分のーという場合が多かった。しかし，第11図および第22図にみられるように，無処理材の虫孔が

特に多い場合には処理区の虫孔も増加する傾向があるので，無処理材の穿孔密度が高い地域では， BHC T 

2Mの乳剤を用いなければ，前記のような効果をあげることはできなし、。また， BHC の白灯油溶液で BHC T 

1%の乳剤と同じような効果をあけーるためには， 第 12"， 19 図および第 26 図にみられように 2% ぐらいの

T-BHC を含むことが必要となる。

ここでわれわれが有効であるといったのは，毎回の試験の結果がいつも 10以下の虫孔であったもので，薬

剤処理区が無処理区にくらべて，著しく少なく明らかに防虫効果があると考えられるものでも， 10孔以上の

場合が 1 回で、もあれば有効であるとは判定しなかった。

以上のような結果および半!I定の基準で薬剤の効果と有効期間について要約すると，次のようになる。

T-BHC 13仔L剤を石あたり 0.51 ( 1 m'あたり1.81 ) 散布すると，多くの場合，虫孔を 1m' あたり 1

"'2 孔以内にとどめうる。ただし，穿孔密度が特に高い地域では，この効果をあげるのに 2%の濃度を必要

とする c これらの有効期聞は 1 ヵ月以上である。 BHC T 2%の白灯油溶液も有効であり， BHC T 1 %の乳剤
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とだいたい同程度の効果があるb ただし，前述の理由から事業的には乳剤を使用するのが安全と思われる σ

iv) 薬剤の穿孔防止作用

穿孔防止が薬剤のいかなる作用によるものかについては，まだ不明な点が多L 、。すなわち， BHC 手L弗l等

の殺虫剤を散布した丸太にどの程度忌避T乍用があるか，また，殺虫作用の残効期間中に.処理材につくられ

た孔道はどんな状態であるか等の重要な問題が未解決のまま残されている。したがって現在の段階では，薬

剤の散布が穿孔数に影響を与えるとし、う点以外，明らかにされてはL、なし、。しかし，これを解決するための

手がかりになるいくつかの資料は提供されている。すなわち. 1%以上の i-BHC を含む乳剤を散布して 1

ヵ月を経過した丸太に. Scolytoþlatyþus 属の穿孔虫が多数飛来してきているが穿孔が行われていない例が

観察されたことから，この場f合Tの効果は飛来忌避によるのではなく，むしろ穿孔忌避作用によると解釈した

方が当を得ているように

合，その穿孔防止作用が野外では，あまり長期間残っているとも思われないのに，割合長期間虫孔がつくら

れない場合があるが，これは薬剤による殺虫または穿孔忌避η効果が残っている認に，丸太が乾燥その他の

理由で穿孔に不適当な状態になって，薬剤の効力がなくなってもその後の穿孔が行なわれ難くなり，それが

見かけ上の薬剤散布処理の効果となって現われてきていると解釈するとつごうよく説明されることがある。

われわれは，日あたりのよい場芳での式教でこのように考えられる刻℃たつtたつとき遇した、

また. BHC r 1 '" 2 %の乳剤を散布した丸太につくられた虫孔の深さについての観察によると.樹皮部だ

けで止まっているものや，辺材部のごく浅い部分で止まっていて，明らかに穿入を中断したと思われるもの

がしばしばみられた。このような例は無処理材には比較約少なかったことから.この原因が多くは薬剤散布

によるものではないかと考えられる。われわれの試験では虫孔の調査は，このような孔をも含めた樹皮面の

虫孔について行なっているので，われわれがいう薬剤の効果と，虫孔の深さの条件を入れた穿孔虫による実

害との聞には多少の差が現われることと思われる。ともあれ，このように BHC を散布した丸太に穿孔した

穿孔虫がその後も健全な穿孔能力を備えているか否かを明らかにすることは，薬剤の効果を究明するための

貴重な資料となりうるであろう。

目 -3 その他の試験および調査

今回行なった試験は防虫を目的としたものであったが，実験を実施する過程におし、て各種の予備試験や調

査を行なった。これらの主試験に付随して得られたおもな事項を整理して，ここに示すことにする《

i) 薬剤の散布と孔道の深さおよび長さ

プナ丸太の穿孔虫が材の内部にうがつ孔道の深さまたは長さは直接材の利用率に影響するので，その調査

は欠くことのできないものであるが，これを本格的試験課題として取りあげる余裕がなかったっそこで試験

の実施過程において機会あるごとに丸太を切断し，それらについて測定してきたし，またその総括的観察結

果については ll-l の項で、すで‘に記した。

(イ) 干し道の深さ(材表面からの深さ) :昭和'27年， r松草」で行なった防虫試験での薬剤効果η判定は，

一応丸太表面にあけられた虫孔数の比較によったc しかし樹皮面の孔は見かけ上の被害であり実質的被害'土

孔道の深さ巳よ金支定まると考えられる。そこで調査過程のある時期に各孔道の長さおよび深さ.さらに孔

道内の虫数とその発育状態を調査記録し，その結果を第 6 表(1)"， (5)に示した。

この調査に使用した丸太は，大部分は 5 月 1 目。一部は 7 月設置で，無処理区を除き薬剤l処理区f土毎月散布
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第 6 表 (1 ) 各種害虫の穿孔深度 シナノナガキクイ

調査地:松草試験地，調査年月日:昭和27年10月 25 日

cml 6.2cm 

6.2 
無 処 理 29 6.2 

6.2 
5.3 

無 処 理 40 7. 7 

7月 30日設置

処 理 }}IJ 考

PCP2% ・ BHC 0.2% 
3.5 

3 19 5.2 乳剤毎月散布
4.4 2 

8.4 
PCP2 %. BHC O. 2% 

41 5.6 Il((DD ]) 5月 l 日設置4 
乳剤毎月散布 7.2 

8.5 

|明日設置

平 均 n
J
L
 

A
U
 

(注) Dはへい死体，深さは材表面からの測定値。

第 6 表 (2) ヤチダ、モナガキクイ

孔道内虫数
丸太別 処 J! 日IJ

成虫|卵|幼虫|
備 考

婦

cm 6.2 cηZ 2 
6.2 2 

無 処 理 29 
6.4 2 

7月 30 日設置
6.2 2 
6.2 
6.2 

8.4 2 

2 無 処 理 40 
8.3 3 

5月 1 日設置7.2 2 2 
8.3 2 3 

5 無 処 理 15 10.5 2 7 
5.0 6(N) 6 

l クレオソート l槻L剤6 
毎月散布

15 
4. 7 

7 |PCM  DDTO 坊 3 白灯油毎月散布

B 58 
以上

9 I ~吋 D山% 36 乳剤 月散布

平 均

(注) Nは新成虫。
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第 6 表( 3 ) Scolyto�laty�us SPP. 

処ロ
β太丸 Jlli 備

一
婦

数
一
叫

虫
一
幼

道
一
卵

一
虫

一
成

深直 考

5 無 処 理 15 3.7 5月 l 日設置

2.1 

2.2 
ll((DD) ]

2.4 
2.4 
0.5 
0.5 

PCP2% ・ DDTo.2%
23 2.8 5月 1 日設置7 

白灯油毎月散布 1.4 
0.9 
2.2 
1.0 
2.4 

ll((DD) ) 
0.1 

PCP2% ・ DDTO.2%
白灯油毎月散布 1 32 1 

ー
ノD

 

r
，
‘
、

ー

ノ
O
E
J

n
U
1
4
 

置設門口問
凡

民
》

0.7 
0.3 

1Il 1((((DDDD ]>>]0.8 
0.3 

11 白灯油毎月散布 22 1.8 5月 1 日設置
0.5 
0.4 
0.3 2l((DD) >
1. 1 

己J::;
「一一

第6 表 (4) ハンノキキクイ

丸太別 処 理 別 l 直径|深さ|成虫1:

1 23 1 g:~ 1 1 

7互E 踊
I I 
1 1 

備考

1

1

 

2

7

 

1
 

グレオソ{ト油手L弗j

PCP2% ・ DDTO.2%
白灯油毎月散布 置日

間
口
U
H

H
H
 

F
D
 

1.4 II(D) 
2.0 

PCP2% ・ DDTO.2%
32 

1.0 
5月 1 日設置10 

自灯油毎月散布 1.0 I(D) 
0.6 
1.3 
1. 1 
0.9 I(D) 

PCP2% ・ BHC o. 2% 
22 

0.6 
5月 1 日設置13 

白灯油毎月散布 O. 7 I(D) 
O. 7 
0.9 

-11 --1ー油ー |22lij
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第 6 表 (5)ハンノスクキクイ

lur ~I~ � 孔道処 理 f.jU 直径 さ成虫|卵|幼虫| 考
踊

10 |FCM D-M| 
白灯油毎月散布

C1ct| 32 I 0.2 

8 白灯油毎月散布 58 lCD)1 |明日設置
平 均

を行なったものである。調査は丸太を設置した年の10月 25日で，この地域ではすでに降雪をみ，害虫の活動

が完全に停止した時期に当たる。

この調査の対象木は薬剤jの防虫効果を知る目的の試験木であった関係で，無処理区を除いて毎月薬剤を散

布しているので，深い孔道をうがつナガキクイムシ類を除いた浅孔性のキクイムシ類では薬液に接触し，へ

い死したものが多く，孔道も十分仲び切らずに終ってL、たし，また，孔道内に次世代虫の発育もみられなか

った。これに反し，ナガキクイムシ類では，無処理区はもちろんのこと薬剤散布区でも親虫の生存するもの

が認められ，また次世代虫の発育するものがあった。しかしこの場合でも，母孔が完成されないものが多い

ように見受けられた。したがってこの表に示された穿孔の深度および長さは，完成後の母孔のそれよりも小

さな値であるといえる。

この表で明らかなように，ナガキクイムシ類の孔道は長く，かつ深く偽心材に達したものが多く，樹皮外

縁から中心方向へ混IJった深さはシナノナガキクイでは 4.4""'-'3.5 cm 範囲で平均 6.2cm， ヤチダ、モナガキク

イで 3.8""'-'10.5 cm で平均 6.5cm の値を得た。キクイムシ類の Scolytoþlatyþus spp. では親虫がへい死して

穿孔は浅いままで終ったものが多かったが， 0.1""'-'3.7 cm の範囲で平均 0.9cm という結果を得ている。当

地で、丸太に高密度で、穿孔したハンノキキクイの場合も，前種同様の理由で小さい値がでてし、るものと思う。

ハンノスジキクイは，材の表面に共同孔を作る種類ではあるが，この孔は他の種類にくらべではなはだ浅い

もので 0.2""'-'0.3 cm と L 、う値を得た。

(ロ〉 孔道の長さ(樹皮表面からの長さ) :前と同一調査地で，前年秋に伐採した丸太(旧〉と当年の伐

採丸太(新)を 5 月 1 日に設置し，それらに穿孔した害虫の孔道の長さを針金を掃入して調査した。調査月

日は 7 月 28""'-'29 日であり，設置期聞はわずかに 3 ヵ月で孔道が完成されていないものが多数あったろうと思

われるつ

この調査では害虫の種類を検討することはできなかっが，小型のあIleboγus sPP. の孔を除いたので，調

査の対象となった害虫は Scolytoþlatyþus sPP. とナガキクイムシ類と思われる。そうするとこの調査の時

期は，ナガキクイムシ類の穿孔最盛期か，あるはその直後に当たっていたので，この類の孔道はまだはなは

だ浅い時期だったものと推測される。この調査の結果を第 7表に示した。

一般に Ambrosia beet1e の孔道は材の内部でわん曲するものが多く，孔道の長さは材表面からの深さ

より大きくなるのが普通であるが，害虫の穿孔開始から調査までの期間が，上記の孔道の深度調査の場合と

違うので，この表では両者を比較しても意味がない。この表からわかることは，無処理区では孔道が長く薬

剤処理区，特に毎月散布区では短くなっていること，前年秋の伐倒丸太では長く，本年春のそれでは短いこ

となどである。薬剤散布を行なった区a ーしかも散布団数が多い区ほど孔道が短くなっているのは，前記のよ
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第 7表薬剤処理別，孔道の長さ

調査地:松草試験地，丸太設置年月日:昭如 ~7年 5 月 1 日，調査年月日:昭和~7年 7 月 28'"'-'29 日

孔 道 長
処 日! 7JIJ 調査孔数

長|最 短 l 平最 均

cm cm cm 
無 処 理 新 50 9.2 0.6 3.58 

無 処 理 新 50 8.8 0.4 3.16 

無 処 理 古 50 9. 3 0.3 5.00 

無 処 理 古 50 7.8 0.3 4.32 

FD2% 1 図散布 新 50 11. 4 0.4 4.08 

クレオソート泊乳剤18% 1 回数布 新 50 9.0 1. 1 3.38 

白灯油 l 回散布 新 50 3.2 O. 3 1. 44 

白灯油 l 回散布 古 50 4.8 0.3 1. 96 

白灯油毎月散布 新 50 2.5 0.1 1. 08 

PCP2 %・ BHCO.2 %白灯油然液 l 回数布 新 50 7.5 0.2 1. 67 

PCP2 %・ BHCO.2 %白灯液溶液毎月散布 新 50 3.4 0.1 0.63 

PCP2 %・ BHC 0.2 %乳剤 l 回数布 新 50 5.0 0.4 2.02 

PCP2 %・ BHC 0.2 %乳剤毎月散布 古 50 8.8 0.4 1. 93 

PCP2% ・ DDTO.2%白灯油溶液毎月散布 新 50 2.5 0.2 1. 09 

(注〕 樹皮聞からの長さの測定値

うに親虫が穿孔過程で薬剤Jこ触礼て死に，孔道ぷ未定戎で終ったためで、あり，また古い丸太b~ 祈らしい丸太

より孔道が長いのは，前者で，1穿孔時羽が早く，それだ冷穿孔が進んでいたことを示すものであろう。

以上の結果は，低濃運Zの薬剤款布b~虫IL数から見た見か万上の訪虫には大して効果ぅtないように見受万ら

れても，平均穿孔長において短いため，被害を実質的にある程変，l[止していることを教える。特にナガキク

イムシ類以外の浅孔性の陸煩でほ，次世代虫の繁植がほとんどみられない点は注目に値する。

ii) 穿孔部位

薬剤の効果を調査するとき，同時に穿孔の位置を記録した結果1主第 8 表に示すとおりであるC

調査地11 r松草」で，昭和27年 5 月 1 日設置した丸太について. 7 月28"'29 日に行なったものである。各

試験区とも. 8"'10本の丸太の樹皮面，両木口，とび傷，樹皮の剥脱部分に分ンt. さらにそれらを上半部と

下半部に分けて穿孔数を調査した。なお，この場合の樹皮面i1各丸太の全表直積をとらずに，長さ 50cm の

環状部について調査し，木口は阿木口について調査したものである。

この表で明らかなように，樹皮面の上下別でほ，下半諸において穿孔数が著しく多いことがわかる吋特に

仮IJ方下面からの穿入が多く観察されている。ただこの場合木口でほ，全面が垂直でほぼ同様の気象条件下に

置かれる関係からか，特に上下の差は認められなかった。

この表には木口，樹皮面，とび傷および樹皮の剥if搭ちた部分にたいする穿孔の実数をそのまま掲示てあ

るので，各調査部位の数をそのままで比較するのは当を得ていないが，それを承知でこの数値を検討してみ

ると，樹皮面からの穿孔数が最も多くなっているものは，表面積が多いことから当然のことであるとして

も，それについで多いとび傷からの穿孔は，それが占める面積が樹皮面積にくらべて，はなはだ小さいところ

から，単位面積あたりの数に換算すればはなはだ多いものになると思われる。樹皮の剥脱部分ばこの調査木
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第 8 表穿孔部分

調査地:松掌試験地，昭和27年 5 月 1 日設置，同年 7 月 28"-'29 日調査

理 別|上刊IJ I 木口|樹判明|謀罪|備 考

無 処 理 (下上半半部部 16 34 33 10 調調査査本箇数所日5本Ocm幅環状部9 95 71 。

クレオソート油18%乳
剤 l回散布

マl 回レ散ニ布ッ(トF2DF系U水〉溶液

Pl回CP散2布%松根油乳剤

PCP2 5!，溶d液. BHC 0.2% 
白灯油 l 回散布

PCP2% ・ DDTO.2%
乳剤 l 回散布

PCP2 溶%液. DDTO.2% 
白灯油 l回散布

PCP2 %・ BHC 0.2% 
乳剤 l回散布

白灯油 l 回数布

タl 回ー散ナ布リットほか 4 種
(FD系〉

K P 白剤灯 1 溶回液散) 布
(PCP èni由

PCP2 ;毎'i:. DDTO.2% 
乳剤 月散布

白灯油毎月散布

PCP2 ;3毎�;. BHCO.2% 
乳剤 月散布

PCP2 布%松根油乳剤
毎月散

無 処 玉里

クレオソート油 18%乳
剤毎月散布

マレニ布ット 2%水溶液
毎月散

PCP2%溶液.DDTO.2% 布
白灯油 毎月散

PCP2 %. BHC o. 23布6 
白灯油溶液毎月散
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では少なかったので，その数も少なくなっている。この場合は，剥脱部分の周縁の樹皮と辺材から穿入して

いる場合が多く，露出した辺材の表面から穿孔する数はきわめて少ない。木口面からの直接穿孔は，ハンノ

キキクイが最も多く，ごく少数ではあるが Scolytoþlatyþus sPp. も加わっていた。

以上の事実から次のことがいえる。すなわち，穿孔虫は実際には樹皮聞から穿孔するものが最も多く，し

かも丸太の側方下面に集中する傾向がある。しかし，木口面からもある少数の種類が穿入加害するが，問題

とする必要はなかろう。これに反し，樹皮面に生じた傷，特にとび傷あるいは樹皮剥脱部周縁からの穿入は

きわめて多く，単位面積あたりの数は無傷の樹皮面よりはるかに多いものと推察される。したがって，丸太

の防虫の観点からすれば，このような傷を樹皮上に生じないような取扱いが重要となろう p

iii) プナおよびイヌプナに穿孔する種類

「根利」にはプナとイヌプナが混生していた。そこで，各試験区に両樹種を混じ，それらに対する穿孔虫の

種類および数を比較した結果が第 9 表のとおりである。

第 9 表プナとイヌプナの穿孔状況 試験区設定:昭和28年 6 月 18 日

らみの白11沼町1 7 月 16 日 1 8 月 2叶 9 月 21 日 備 考

デ ナ
6 80 80 7 月 16 日調査の虫孔はXyleborus spp. 2 10 48 56 

3 7 32 32 と Scolytoþlatyþus spp. によるものが多
4 14 18 21 

かった。5 12 8 
6 9 5 8 月 20 日と 9 月 21 日に調査した際には，
7 7 30 30 P1atypodidae に属するものによる虫孔
日 6 25 31 
9 。 36 52 が半数近くあった。

平 均 5.8 32.2 35.0 

イヌフ'ナ
。 3 12 

2 。 3 
供試丸太は直径 15.0"-'22.0cm 3 。 6 14 

4 14 長さ約 120cm
5 。 29 43 
6 。 22 26 

平 均 0.3 10.3 18.7 

プナの樹皮は一般に平滑で薄い質舟があるが，イヌプナit これに反してはなi主だ担函で厚いようである。

このような樹皮条件の差から生ずるものか，全体的に穿孔数i主プナの方が多くなっている。さらにその種類

にも差があって，ナガキクイムシ科の 2 種は，プナ，イヌプナの丙樹匿に対してほとんど同様に穿孔するの

に反して，小型の Xyleborus spp. はイヌプナにはほとんど穿孔していなし、。また Scolytoþlatyþus spp. も，

プナへの穿孔数は比較的多く，イヌプナでは少ない結果となっている。

iv) 立掛け試験

これも「根利」において予備試験として行なったもので，結論をうるまでにいたらなかったが，その観察

について記すと次のようになる。

穿孔虫は，丸太の側方下面で直射光線を受けることの少ない部分に集中穿孔するので，丸太を裸地でほぼ

直角に立てておいた場合，いかなる結果が得られるかを調査した。

試験方法としては，横木を南北および東西の方向に水平に高さ約 70cm に張り，それに対し側面から丸太

をそれぞれ 4 本ずつ立て掛け，さらにその付近の地面に丸太を横に配列して対照区としたでこの試験は 6 月
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第 10 表立掛け試験 試験区設定:昭和28年 5 月 18 日

方向別同町 6月斗 7 Jj 16 El -18 月2叶勾25 日| 備 考

。 。 。 3 B 月 20 日調査以降 9 月中旬ま
2 。 。 。 。

南北方向へ 3 。 。 。 での聞に試験木が倒れた。

4 。 。 。 3 穿孔が多いのはそのためと思
の立掛け 5 。 。 。

6 。 。 。 6 
われる。

平 均 。 。 。 2.3 

。 。 。 。

東西方向へ
2 。 。 。

3 。 。 。 。

の立掛け
4 。 。 。 。

5 。 。 。 。

平 均 。 。 。 0.2 

中旬に開始し，毎月穿孔数を調査した。その結果は第10 表のとおりである。

この調査池付近には，防1í試験の丸太が多数排列されており，その影響のためか対照区の穿孔数は少なか

った。もちろん，立掛ナ丸太には，丸太の方向には無関係に，害虫はほとんど穿孔しなかった。その後，南

北方向の丸太のなかで. 8 月下旬"'9 月中旬，地面に倒れたものを10月に調査したところ，これに少数の穿

孔をみた。これからみても，害虫はひ陰部分に選択的に穿孔することが明らかである。

ß-4 摘|要

ll-4ー1 ブナ丸太を加害する穿孔虫

プナ丸太に穿孔加害する Am'Jrosia beetle について，岩手県および群馬県下の 3 地峡. 5 ヵ所で調差

した結果をまとめてみると次のとおりである。

(1) 全式験過でプナ伐到木に穿孔をみた種類，115種で，そのうち Scolytidae に属する種類は12種，す

なわち Xyleb~rus 6 種. Xyloterus 1 種. Scolytoplaty~us 5 種であり. Platypodidae に属する種類 3 種，

すなわち Platypus 2 種. Crosot:lrsus 1 種となっている。

(2) 岩手，群馬の両也方の種類を比較した場合，共通達が多くその数は15撞のうち12種を数え，しかも

残りの 3種はプナ丸太への穿孔数のはなはだ少ない種類であった。

(3) 害虫の穿孔深度から 7'ナ丸太への加害度を検討してみると，これらの池方で有害とみなされる種類

はヤチダ、モナガキクイおよびショウグンキクイで，これについでシナノナガキクイ，ダ、イミヨウキクイ，ハ

ンノキキクイ，サクセスキクイ等が問題となった。

(4) 正上記の種類がプナ丸太に穿孔する期.習は. 5 月中旬から10月上旬までで，各試験地問には大差は認

められなかった。その最盛期はその場所における優占種の活動期に関係し，試験地によって異なるが，全体

的に見て 6"'8 月に現われる。

冨 (5)ム丸太設置場所の環境と穿孔する害虫の種類および密度との関係では，谷間の伐跡地には種類および

穿孔数が最も多く，特にあIlebJrus spp. が著しい。祈伐地の先端または未伐採林分付近の裸地では Scoly­

toplatypus spp. およびヤチダ、モナガキクイの穿孔が圧倒的に多しあIleboγus spp. の穿孔がきわめてまれ

となっていた。未伐採林分内ではほとんどショウグンキクイのみが穿孔したが，その数は比較的少なかった。

ll-4-2 薬剤散布による防除試験
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昭和27年から29年までの 3 ヵ年.司にわたって，プナ丸太を加書する穿IL虫の菜AlH文市Jこよる穿孔防止試換

を行なった。

第 l 年目には，岩手県で 2 ヵ所，群馬県で 1 ヵ所の試験池を設冷た。試験方法i主， プナ丸太に BHC.

DDT 等を含む乳剤と白灯油溶液を，石あたり 0.5 1 の割合で散布し. 1 ヵ月ごとに虫孔を数えたっその結

果から. BHCrO.2%とか DDT 0.2%程変の低い濃度では，穿孔防止の効果がほとんどないが. BHC T1 % 

か 3%の乳剤でy主，穿孔防止効果が顕著であることがわかった。また，白灯油の散布区は虫孔が非常に多か

った。

第 2 年目には，岩手県と群馬県Jこ試験過を設冷. r-BHC の 0.2%. 0.75%. 2 %の乳剤，同じく 0.75%.

2%を含む白灯油溶液および自灯油を散布して試験を行なうと同時に. r 1 %および 2%の BHC 乳剤とク

レオソート油乳剤や PCP 乳剤. Na-PCP 等の殺草剤との混合液，および PCP を含む BHC r 2 %白灯油

務j伎の紋布試験を行なった。その結果から次の諸点が明らかになった。

(1) BHC r 2 %を含む乳剤を散布すると .1"'2 ヵ月の司法，ほとんど虫孔をみないほどの穿孔妨止効

果ぷある。 (2) 穿孔虫があまり多くない池域では. BHC r 1 %の乳剤でも 2%の場合と同様の効果があ

る。 (3) BHC 乳剤をクレオソート油や PCP 等の殺蓋剤と混用しても，穿孔妨止効果}主変わらなし、。

(4) プナ丸太の穿孔虫にはいろいろの種煩があるが..BHC r 1'" 2 %の乳剤i主.各還の穿孔虫に対して，

ほとんどl司じような穿孔防止効果♂ある。(5) 白灯油を散布した丸太には多くの穿孔がみられたが.r-BHC

2%を含む自灯油溶液には，穿孔防止効果が認められる。

第 3 年目には，群零県に試験池を設it. r-BHC の 1% と 2%の手L剤および白灯油溶液を用いて，散布方

法や九太の~JIJ方法の l 部を変えて同様な試験を行なった。すなわち，薬剤を散布して後.丸太を1也の場所

に移勤して配列し，乳剤込理区と自灯油溶液処理区とは，別々の場所に，それぞれラテ γ方略;去によって配

列した。

その結果，乳剤の効果i主，前 2 ヵ年と同様頭著な効果ポあることがわかった。また. BHCT1 %を含む白

灯油溶液を散布した丸太の虫孔は，無処理の丸太よりも多かったが. 2%を含む自灯油漆液の区は，乳剤の

場合と同様，防虫効果をみとめることができた。


